
主催 笠岡市教育委員会

↑お申込み用 

WEB フォーム

１０月１日(水）から受付開始 先着５０人

申込・問合せ先｜笠岡市教育委員会 生涯学習課
〒714-0081 岡山県笠岡市笠岡 1866-1

電話 0865(69)2155

E メール:syougaigakusyu@city.kasaoka.lg.jp

専門は比較文学、幕末・明治期翻訳文学史。 

「幕末明治翻訳文学史」第一巻など著書多数。

笠岡市出身の森田思軒は、明治時代にヴィクトル・ユゴーやジュール・ヴェルヌなどの作品を翻訳し、

西洋文学の魅力を日本に紹介しました。翻訳小説を文学作品にまで高め、「翻訳王」と評されました。 

森田思軒がオッペケペー節で世に知られる川上音二郎と親交を結んだことについては案外知られて

いません。川上は、明治二十年代の後半、思軒宅を頻繁に訪れ西洋演劇などの教えを受けました。それ

をもとに、思軒の翻訳文学作品数篇を舞台にかけ、大変な好評を博しました。 

今回の講演では、この川上と思軒の交わりに焦点を当て、そこから新派劇と呼ばれる新たな演劇が日

本の土壌に根を下ろしていく状況についてお話しいただきます。

「鉄世界」 川上座辻番付 

「鉄世界」はジュール・ヴェルヌ原作，

森田思軒翻訳の小説。川上座で演劇

として上演された。

‖申込‖　電話，メール，WEB フォームから申込みできます。

14 時～15 時 30 分

笠岡市立図書館
２階多目的室

(岡山県笠岡市六番町 1-15)

森田思軒と
令和７年度 森田思軒顕彰講演会

日 時 場 所

【講師】川戸道昭 氏 (中央大学名誉教授)


